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○
境
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
職
員
配
置
に
係
る
特
例

を
設
け
る
と
と
も
に
、
避
難
用
設

備
の
基
準
に
関
し
所
要
の
規
定
の

整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
。

条
例
の
改
正

報　

告

○
境
町
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に

つ
い
て

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
医
療

費
助
成
に
か
か
る
所
得
制
限
を
緩

和
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
を
す
る
も
の
。

○
境
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支

援
員
の
資
格
要
件
に
、
義
務
教
育

学
校
の
教
論
と
な
る
資
格
を
有
す

る
者
を
加
え
る
た
め
。

○
平
成
27
年
度
境
町
一
般
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

○
平
成
27
年
度
境
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
27
年
度
境
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

専
決
処
分

○
境
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
政
令
が
施
行
さ
れ
た
た
め

境
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
専
決
処
分
し
た
も
の
。

○
境
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
た
た
め

境
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
専
決
処
分

し
た
も
の
。

６月７日～６月10日
（４日間の会期）

全議案・原案可決

平成28年 第２回定例会

本
来
、
議
会
の
議
決
・
決
定
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
に
つ
い

て
、
緊
急
を
要
す
る
等
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
、

地
方
公
共
団
体
の
長
が
議
会
の
議

決
・
決
定
前
に
自
ら
処
理
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

専
決
処
分
と
は
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補正予算関係

議案59～64号
　　　　平成28年度境町各種会計補正予算

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 90億7千8万4千円 6千794万6千円 91億3千803万円

特別会計

国民健康保険事業 36億7千150万円 △1千8万5千円 36億6千141万5千円

後期高齢者医療事業 3億9千820万円 47万6千円 3億9千867万6千円

介護保険事業 17億9千650万円 681万7千円 18億331万7千円

公共下水道事業 9億2千870万円 40万円 9億2千910万円

農業集落排水事業 2億4千280万円 △287万2千円 2億3千992万8千円

議案55号
　　　　平成28年度境町一般会計補正予算（第2号）（専決処分の承認）

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 89億5千814万4千円 1億1千194万円 90億7千8万4千円

議案54号
　　　　平成28年度境町一般会計補正予算（第１号）（専決処分の承認）

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 89億3千800万円 2千14万4千円 89億5千814万4千円

議案51号
　　　　平成27年度境町一般会計補正予算（第10号）（専決処分の承認）

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 98億3千591万3千円 5千110万円 98億8千701万3千円

議案68号
　　　　平成28年度境町一般会計補正予算（第４号）

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 91億3千803万円 2千960万円 91億6千763万円

町内在住小中学生の給食費補助

第１子　　　　半額補助
第２子　　　　半額補助
第３子以降　　全額補助
＊児童生徒が１世帯で、小中学校に３人以上在学の場合が、第３子となる。

子育て応援学校給食費補助金交付事業
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水
素
自
動
車
（
ト
ヨ
タ
ミ
ラ
イ
）

・
水
素
に
よ
る
燃
料
電
池
を
使
用

し
た
電
気
自
動
車

・
１
回
３
分
程
度
の
水
素
補
給
に

よ
り
フ
ル
充
填
し
た
場
合
、
約

６
５
０
ｋ
ｍ
の
走
行

　

災
害
時
に
は
非
常
用
電
源
と
し

て
活
用
で
き
ま
す
。

　

境
町
大
字
長
井
戸
地
内
と
上
小
橋

地
内
に
お
い
て
、
開
発
行
為
に
よ
る

道
路
新
設
に
伴
い
採
納
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
、
新
た
に
町
道
路
線
を
認

定
す
る
も
の
。

・
町
道
１
８
２
０
号
線

　

境
町
大
字
長
井
戸
字
殿
山
１
６
３
９

番
２
地
先
か
ら
同
所
１
６
４
１
番
１
地
先

・
町
道
２
９
９
９
号
線

　

境
町
大
字
上
小
橋
字
長
五
郎
分
７
９

番
２
２
地
先
か
ら
同
所
７
９
番
７
地
先

財
産
取
得

町
道
路
線
の
認
定

請　

願

「
青
少
年
健
全
育
成
基
本
法
の
制
定
」

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

に
つ
い
て

請
願
者

土
浦
市
港
町
３

−

２
５

−

１
５

日
本
の
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推

進
す
る
会

代
表　

木
本　

信
男

意
見
書
の
提
出

　

政
府
関
係
機
関
へ
次
の
意
見
書
を
提

出
し
た
。

○
「
青
少
年
健
全
育
成
基
本
法
の
制

定
」
を
求
め
る
意
見
書

　

明
日
の
社
会
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
は
、
す
べ
て
の
国
民
の
願
い
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
我
が
国
の
相

継
ぐ
少
年
の
凶
悪
事
件
等
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
青
少
年
の
荒
廃
は
深
刻
な
事

態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今
、
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成

に
対
す
る
基
本
理
念
や
方
針
な
ど
の
明

確
化
、
包
括
的
、
体
系
的
な
法
整
備
で

あ
り
ま
す
。

　

特
に
「
健
全
な
青
少
年
は
健
全
な
家

庭
か
ら
育
成
さ
れ
る
」
と
い
う
原
点
に

立
ち
返
り
、
「
家
庭
の
価
値
」
を
基
本

理
念
に
据
え
た
、
「
青
少
年
健
全
育
成

基
本
法
」
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
国
会
及
び
政
府
に
「
青
少
年
健
全
育

成
基
本
法
の
制
定
」
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
９
名

（上小橋地内　町道2999号線）

（長井戸地内　町道1820号線）
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Q  
各
小
学
校
に
防
災
倉
庫
を
設
置
す

る
が
、
備
蓄
品
︵
入
り
組
み
品
目
︶
の

調
達
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

A  

昨
年
、
食
缶
ベ
ー
カ
リ
ー
５
０
０

食
、
飲
料
水
５
，
５
０
０
本
、
ゴ
ム
ボ
ー

ト
３
隻
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
85
着
を

購
入
し
た
。
今
後
、
平
成
28
年
度
に
実

施
さ
れ
る
広
域
避
難
計
画
策
定
結
果
に

基
づ
き
、
避
難
所
の
規
模
や
避
難
者
数

等
に
よ
り
、
備
蓄
品
及
び
数
量
を
決
め

た
い
。

（
総
務
部
長
）

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

議
席
４
番

櫻
井
　
実　

議
員

Q  

避
難
所
と
な
る
各
小
学
校
構
内
の
ト

イ
レ
の
み
で
は
、
足
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。

対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Q  

Ａ
Ｅ
Ｄ︵
自
動
体
外
式
除
細
動
器
︶

の
設
置
箇
所
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記

載
で
き
な
い
か
。

Q  

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A  

初
期
消
火
や
避
難
誘
導
等
「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
住
民
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
災
害

に
対
す
る
認
識
を
高
め
た
い
。
こ
れ
ま

で
も
、
利
根
川
沿
線
の
行
政
区
、
各
種

団
体
、
学
校
等
に
お
い
て
防
災
講
演
会

会
や
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
、
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
っ
た
。
ま
た
、
防
災
士

の
取
得
費
用
の
助
成
制
度
を
検
討
す
る

等
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
た
い
。

（
総
務
部
長
）

一 般 質 問一 般 質 問
３人の議員が登壇しました

Q  

職
員
の
定
年
退
職
者
の
補
職
は
、
ど

の
よ
う
な
考
え
方
で
実
施
し
て
い
る
の
か
。

A  

年
金
支
給
時
期
の
延
期
に
伴
い
定

年
退
職
予
定
者
の
希
望
調
査
を
実
施
し

て
、
28
年
度
は
、
新
規
３
名
、
継
続
再

任
用
３
名
の
計
６
名
を
再
任
用
で
採
用

し
た
。
地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
地
方
の
活
力
を
上
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
地
方
創
生
政
策
に
お
い
て
、

地
方
の
自
立
が
求
め
ら
れ
る
中
、
専
門

的
知
識
、
意
欲
、
能
力
等
を
有
し
た
退

職
者
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
検
討
委

員
会
に
お
い
て
適
材
適
所
な
補
職
を
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
部
長

級
の
補
職
に
つ
い
て
は
、
勤
務
の
延
長

制
度
も
あ
る
が
、
本
人
の
同
意
を
得
て
、

再
任
用
制
度
で
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

（
町
長
、
総
務
部
長
）

A  

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
障
が
い

者
の
状
況
を
考
え
て
の
設
置
が
望
ま
し

い
。
備
蓄
倉
庫
の
空
き
を
利
用
し
た
ト

イ
レ
の
設
置
も
準
備
を
し
て
い
る
。

（
総
務
部
長
）

A  

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
現
在
、
改

訂
版
を
印
刷
中
で
あ
り
、
次
回
の
改
定

の
際
、
掲
載
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

（
参
事
兼
防
災
安
全
課
長
）
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Q  

自
主
防
災
計
画
の
中
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ

︵
事
業
継
続
計
画
︶
を
入
れ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

A  

見
直
し
て
い
る
地
域
防
災
計
画
の

中
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
現
在
市
町

村
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
研
修
会
に
参
加
し
て
い

る
の
で
、
今
後
策
定
し
て
い
く
。

（
総
務
部
長
） 

○
防
災
に
つ
い
て

議
席
12
番

内
海
　
和
子　

議
員

Q  
小
さ
な
町
内
で
は
子
供
が
少
な
く
、

子
供
会
行
事
な
ど
も
停
滞
し
て
い
る
。

対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

A  

境
町
子
供
会
育
成
連
合
会
で
は
子

供
た
ち
誰
も
が
参
加
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

交
流
会
や
親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
を

開
催
し
て
仲
間
づ
く
り
や
自
主
性
を
高

○
子
供
会
に
つ
い
て

Q  

子
供
会
の
み
な
ら
ず
、
小
さ
な
町

内
の
合
併
は
ど
う
か
。

A  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
編
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
が
、
区
長
さ
ん
な
ど
地

元
か
ら
考
え
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

町
は
協
力
す
る
。

（
町
長
） 

Q  

町
内
各
所
で
多
く
な
っ
て
い
る
空

き
家
の
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

A  

昨
年
行
政
区
長
を
通
し
て
調
査
し

た
と
こ
ろ
で
、
今
後
空
き
家
の
利
活
用

を
含
め
、
先
進
事
例
を
参
考
に
、
地
域

活
性
化
を
効
果
的
に
進
め
る
。

（
秘
書
公
室
長
） 

○
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

Q  

現
在
何
件
く
ら
い
あ
る
の
か
。

A  

１
６
１
件
だ
が
、
完
ぺ
き
な
空
き

家
の
み
と
思
う
の
で
、
も
っ
と
あ
る
と

思
う
。
も
う
少
し
詳
し
い
調
査
を
し
て

い
く
。

（
町
長
） 

め
て
い
る
。

（
教
育
次
長
） 

Q  

日
本
で
は
年
間
６
４
２
万
ト
ン
の

食
品
ロ
ス
が
発
生
し
て
い
る
が
、
当
町

に
お
け
る
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A  

食
育
の
観
点
か
ら
も
給
食
を
残
さ

な
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）

○
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

議
席
10
番

田
山
　
文
雄　

議
員

Q  

国
が
作
成
し
た
「
新
た
な
首
都
圏

広
域
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
更
な
る
広

域
連
携
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
当

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A  

国
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
加
速
し
拡

大
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
え

○
広
域
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q  

当
町
に
お
る
保
育
料
の
現
状
及
び

更
な
る
軽
減
措
置
の
当
町
の
考
え
に
つ

い
て
。

A  

利
用
者
負
担
額
は
、
県
内
44
市
町

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

村
の
中
で
３
番
目
に
安
い
水
準
で
あ
り
、

今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
保
護
者
が
望

ん
で
い
る
の
か
更
な
る
研
究
を
ふ
ま
え

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。（

福
祉
部
長
）

て
い
る
。

（
理
事
兼
企
画
経
営
課
長
）
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学
校
適
正
化
配
置

調
査
特
別
委
員
会

議
会
活
動

　

当
委
員
会
は
、
当
町
に
お
け
る
児

童
・
生
徒
数
の
現
状
及
び
将
来
的
な
推

移
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う
と
共
に
、

学
校
の
適
正
化
・
跡
地
利
用
等
を
検
討

す
る
目
的
で
、
第
１
回
定
例
会
に
お
い

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
県
で
は
小
中
学
校
に
つ
い
て
、

児
童
生
徒
の
社
会
性
の
育
成
及
び
、
互

い
に
切
磋
琢
磨
す
る
場
と
し
て
一
定
の

規
模
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、

適
正
規
模
の
基
準
を
提
示
し
て
お
り
、

小
学
校
に
お
い
て
は
ク
ラ
ス
替
え
が
可

能
で
あ
る
各
学
年
２
学
級
以
上
と
な
る

12
学
級
以
上
、
中
学
校
に
お
い
て
は
ク

ラ
ス
替
え
が
可
能
で
、
全
て
の
教
科
の

担
任
が
配
置
で
き
る
９
学
級
以
上
が
望

ま
し
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
け
る
現
状
は
、
児
童
生
徒

数
は
少
子
化
の
進
行
に
伴
い
減
少
傾
向

に
あ
り
、
小
学
校
で
は
境
小
学
校
17
学

級
・
長
田
小
学
校
11
学
級
・
猿
島
小
学

校
７
学
級
・
森
戸
小
学
校
９
学
級
・
静

小
学
校
６
学
級
で
あ
り
，
中
学
校
に
お

い
て
は
境
第
一
中
学
校
14
学
級
・
第
二
中

学
校
６
学
級
と
な
っ
て
お
り
、
県
の
基

準
を
満
た
し
て
い
る
学
校
が
小
中
学
校

合
わ
せ
２
校
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
当
特
別
委
員
会
で
は
、
各
学

校
区
に
お
け
る
歴
史
や
地
域
と
の
関
係

を
考
慮
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
よ
り

良
い
教
育
環
境
や
学
習
環
境
、
人
間
関

係
の
構
築
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
学

校
の
適
正
化
配
置
を
検
討
す
る
と
同
時

に
、
跡
地
利
用
等
も
踏
ま
え
調
査
・
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
村
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
間
近
の
境
町
サ
ッ
カ
ー
場
視
察

　

新
し
く
素
敵
な
公
共
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
文
化
村
を
、
境
町
議
会
で
視

察
し
ま
し
た
。

（生涯学習課の担当より説明を聞く）

学校適正化配置調査特別委員会

（町営サッカー場）
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◎
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

山
田　

正
樹

　

副
委
員
長　
　

青
木　

輝
明

　

委　
　

員　
　

斉
藤　

政
雄

　

委　
　

員　
　

内
海　

和
子

　

委　
　

員　
　

渡
邊　

昇

建
設
農
政
委
員
会

所
管
事
務
調
査

　

建
設
農
政
委
員
会
で
は
、
去
る
６
月

１
日
か
ら
２
日
の
２
日
間
、
佐
賀
県
佐

賀
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り

機
構
ユ
マ
ニ
テ
さ
が
及
び
佐
賀
県
三
養

基
郡
み
や
き
町
の
視
察
研
修
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
機

構
ユ
マ
ニ
テ
さ
が
に
つ
い
て
は
、
佐
賀

市
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

機
関
の
略
称
）
構
想
が
策
定
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
21
年
に
佐
賀

商
工
会
議
所
内
に
事
務
所
を
置
き
事
業

を
開
始
し
て
お
り
，
中
心
市
街
地
に
お

け
る
商
業
ま
ち
づ
く
り
の
運
営
・
管
理
、

ま
た
、
様
々
な
主
体
が
参
加
す
る
ま
ち

の
運
営
を
横
断
的
・
総
合
的
に
調
整
し
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
主
に
視
察
し
た
の
は
、
こ
の
ユ

マ
ニ
テ
が
事
務
局
と
し
て
運
営
し
て
い

る
、
街
な
か
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
は
じ
め
た
「
佐
賀

【
わ
い
わ
い
‼
コ
ン
テ
ナ
】
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
あ
り
ま
す
。
４
つ
の
コ
ン
テ

ナ
が
佐
賀
特
有
の
風
景
で
あ
る
ク
リ
ー

ク
に
面
し
た
広
場
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
各
コ
ン
テ
ナ
に
は
図
書
館
、
交

議会を傍聴してみませんか

第３回定例議会は

９月７日（水）からの予定です。

流
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ

り
ま
す
。
空
い
て
い
る
と
き
は
い
つ
で

も
利
用
で
き
、
国
内
外
か
ら
厳
選
し
て

集
め
た
雑
誌
や
絵
本
・
マ
ン
ガ
が
無
料

で
読
め
る
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
で
き
る
、
期
間
限

定
の
お
店
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
け
る
な

ど
、
街
な
か
に
人
々
が
気
軽
に
集
う

き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
所
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
魅
力
向
上
の
た
め
に
、
今
後

も
こ
の
よ
う
に
小
さ
く
と
も
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
毎
日
の
よ
う
に
開
催
し
、
お

客
様
が
来
場
す
る
た
び
に
新
し
い
発
見

や
体
験
が
で
き
る
仕
掛
け
を
す
る
こ
と

で
、
来
場
者
数
を
伸
ば
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
み
や
き
町
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で

の
町
営
住
宅
建
設
は
す
で
に
実
績
が
出

て
お
り
、
第
１
弾
及
び
第
２
弾
に
お
い

て
は
、
主
に
新
婚
夫
婦
や
18
歳
以
下
の

子
供
を
持
つ
家
庭
を
対
象
に
入
居
率

１
０
０
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

第
３
弾
と
し
て
４
月
に
完
成
し
た
ば
か

り
の
「
オ
リ
ー
ブ
館
」
は
様
々
な
世
帯

を
対
象
と
し
た
３
階
建
て
２
棟
、
５
階

建
て
１
棟
の
総
戸
数
59
戸
も
す
べ
て
入

居
済
み
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
『
み
や
き
町
定
住
総
合
対
策
事

業
』
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
み
や
き

町
議
会
で
も
勉
強
会
等
を
開
催
し
た
こ

と
に
よ
り
、
移
住
・
定
住
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
で
の
施
設
建
設
へ
の
意
識
も
高
ま
り
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
員
提
言
を

ま
と
め
、
町
執
行
部
と
の
す
り
合
わ
せ

を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

視
察
し
た
両
団
体
と
も
移
住
・
定
住

や
交
流
人
口
の
増
加
に
力
を
入
れ
、
人

口
減
少
や
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
の
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

全
国
の
自
治
体
が
同
様
の
取
組
み
に
力

を
入
れ
る
中
で
は
、
常
に
問
題
意
識
と

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
対
応
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
も
、
さ
ら
に
魅
力
あ

る
・
選
ば
れ
る
町
に
な
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
調
査
・
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

（オリーブ館）
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